


8 Ⅱ  クラウド会計ソフトの導入
セキュリティ面が不安だけど大丈夫？

第 2章　疑問編
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・インストール型の会計ソフトと比較しても、クラウド会計ソフトは
リスクは少ない

クラウド会計ソフトを導入するにあたり、一番最初に懸念することは、
クラウド会計ソフトのセキュリティ面かと思います。どんなに機能的に優
れていても、情報が漏洩する可能性がある会計ソフトを使う税理士・公認
会計士の方はいないはずです。
今までの会計ソフトは、会計帳簿を作成する際にはソフトウェアのイン
ストールを行い、そのインストールされたソフトに仕訳を入力し、各端末
であるハードウェア（社内サーバーも含む）に保存されていました。
上記に対し、クラウド会計ソフトとは、従来のハードウェアに保存され
るのではなく、インターネット上で保存されます。
そのため、インターネットがつながる環境であれば、どこでも仕訳を行
うことや帳簿を閲覧することができます。
便利ですが、一見セキュリティ面に不安があるように思われるクラウド
会計。そのセキュリティ面のリスクとそのリスクに対する施策は、各社、
以下のように行っています。

1　会計データの漏洩リスク

まず初めに考えられるリスクは会計データの漏洩リスクです。会計デー
タがインターネットがつながる環境で保管されているとなると、第三者の
閲覧やハッカーによる攻撃などにより、情報漏洩することがリスクとして
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Ⅲ 顧客への導入
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Ⅲ  顧客への導入
電子帳簿保存法には

どの程度対応しているの？

・クラウド会計ソフトの中で、スキャナ保存データや電子データの一
元管理が可能
・帳簿チェック作業の業務効率化にもつながる

1　電子帳簿保存法への対応状況

電子帳簿保存法は、税法で原則紙での保存が義務づけられている帳簿書
類について、一定の要件を満たした上で電磁的記録（電子データ）による
保存を可能とするものです。大きく分けて、電子帳簿等の保存（電子的に
作成した帳簿・決算書類）、スキャナ保存（紙で受領作成した証憑書類）、
電子取引（電子的に授受した取引情報）の 3種類の電子データを保存する
際のルールとなります。
もともとクラウド会計ソフトと電子帳簿保存法との相性は良いのです
が、改正電子帳簿保存法に対応するための準備が進んでいます。電子帳簿
等はもちろん、スキャナ保存データや電子取引データについてもクラウド
会計ソフトの中で一元管理できるようになります（一部、開発中の機能も
あります）。

2　顧客の会計帳簿をチェックする際に効率化できる

会計事務所が帳簿のチェックを実施する際、顧客の会計帳簿を作成する
にあたっての証憑書類を都度確認する必要がでてきます。このため、従来
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